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専修大学松戸高等学校における年史編纂作業の中間
報告
はじめに
今 年 は 専 修 大 学 の 付 属 高 等 学 校 で あ る 専 修 大 学 松 戸 高
等学校
(以
下、専大松戸と略)が
創 立 五 O 周 年 を迎える。
同校ではその記念事
業の一環として、五O年の歩みを綴った記念誌の刊行を平成一九年度から計画しており、平
成 二 O 年 一
月に
は 執 筆
に 着 手 す る た め の 準
備 委 員 会 が 設 立 さ れ た 。
本稿は、その五O年史編纂のため
に行った調査結果の中間報告書
で あ る 。
学 校 設 立 五 O 年 、
一OO年という時期は、これまでを振り
返り、次代
に 向 け て あ る べ き 学 校 像 を 示 す 一 つ の 良 い 機 会 で あ る 。
その点で専大松戸の五O年の歴史を描くことは専大松戸の今を考えるうえで、とりわけ重要であるといえるだろう。
記念誌編纂
にあたり資料の収集は欠かせない。
専大松戸は以前
に
も何度か記念誌の編纂
を行っており、
そ の 都 度 資 料 の 収
集に
努 め て
きた。
それらは、度重なる保管室の移動などが
あった
にもかかわら
ず、よく保存されてきたといってよいだろう。
高等学校の場合、大学と異なって恒久的な資料保存の体制を整え
石
綿豊
大
(大学史資料課)
て い る 学 校 は 少 な い 。
そ の う え 高 等 学 校 の 教 員 は日々の校務
に 追 わ
れているのが現状である。
各 種 説 明 会 や 会 議 、 学 校
行事
にPTA活
動、部活の
顧問を引き受ければその
活動
にも参加する。
さら
に進路
指導や授業、入試の下準備も行い、空いている時間で溜まった事務作業もこなさなければならな
い。
とく
に専大松戸のような受験進学
校ともなれば授業の内容も高度となり、
その準備
に要する時間も長
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くなる。
こうした状況のなかで、毎日作成される資料をはじめ学内外の資
料の収集や整理、保存
に携わっていくことはかなり厳し
いこと
に違
いない。
そのため刊行した記念誌の編纂関係資料を十
全に
保存、管
理するだけの時間的余裕もなく、収集資料の所在場所を特定できない状態を
生み出す事態を招くのが普通であるが、その点専大松戸の
場合はかなり保存状態が良いほうであろう。
ただし歴史の古い県立の高等学校のなか
には、すで
に 資 料 保 存 活
動の一環として資料室や資料館などを設置し、
生徒たち
に刺激を与
え て い る 学 校 も あ る 。
たとえば我々が知りうる高校でいえば、岡山
県 立 岡 山 朝日高等学校
、滋賀県立
彦根東高等学校、新潟県立長岡高
等 学 校 と い っ た 学 校 な ど が そ の 数 少
ない例として挙げられよう。
本学では、昨年
二一
月から今年の一
月に
か け て 三 重 県 の 桑 名 市 博
物館
にお
いて、創立者の一人の
生涯を追った「駒井重格の軌跡」展
を開催したが、その準備調査を行
った際に岡山朝
旦 口 同 等 学 校 資 料 館
を 訪 問 す る 機 会
が あ っ た た め 、 そ の 事 例 を 紹 介 し
たい。
そ の う
え で 、
専 大 松 戸 の 現 状 を 報 告 し 今 後 の 高 等 学
校に
お
ける資料保存活動
につ
いて考えていきたい。
専修大学松戸高等学校における年史編纂作業の中間報告
1.
岡山県立岡山朝
日
高等学校と資料館の現状
岡山県立岡山朝旦口同等学校
は 、 寛 文 六 年 ( 一 六 六 六 )
に設立され
た「仮学校」から始まった岡山藩
学 校 の 流 れ を 汲 む 学 校 で あ る 。
廃
藩 置 県 後 は 、 明 治 五 年 ( 一八七二)
に英仏学を教える「普通学校」
として再開され、明治七年
には岡山城西ノ丸跡地
に教員養成を目的
と し て 開 設 さ れ た 「 温 知 学 校 」
に そ の 生 徒 が 引 き 継 が れ る こ と と
な っ
た。
岡山朝旦口同
等 学 校 で は そ の 明 治七年を創立 年 と し
ており、平成
一六年、創立二二O年を迎えた。
現在の校名となったのは昭和二四年のことであ
る 。
そ れ 以 前
に は
明 治 一 二 年 ( 一八七
九)
に岡
山中学校、大正一O年(一
九二一)
に
は岡山県第一岡山中学校といくつかの校名の変遷をたどっている。ち な み
に本学創立
者の一人である駒井重格は、明治一四年(一八八
一)
九
月から
翌一五年二 一
月 ま で 岡 山 中 学 校 の 校 長 を 務 め て い た 。
岡 山 朝日高 等 学 校
資 料館 は 、 昭 和 五
九年に同宮、山会
か ら の
寄付
に よ っ
て設立され
た「創立百十周年
記念同窓資料館」をその活動の拠点
と
している。「卒
業生
と在校
生の橋渡し」を事業理念として掲げ
、常
設展示や特別展示、文芸作品コンクール、資料の収集
・整理、教育
普 及 活 動 を 行 う 全 国 的
にもあまり例のない高等学校
に設置された資
料館といえよう。
展示
に つ い て
は「創立百
十周年記念
同窓資料館」の展示室
にお
い
て 、同校の歴史を概観す
る資料や同窓
生からの寄贈資料が常設展示
されているほか、
一一
月一二
日の
創立記念日を中心
に卒業生の業績
を 紹 介 す る 作 品 展 を 開 催 。
文芸作品コンクールでは、在校生を対象
に小説・読書感想文・詩・短歌・俳句・書・絵画・写真などの作品を募集し、勉学以外の才能の発掘とその褒賞を行い生徒の文化活動を 活 発 化 さ せ て い る 。
また、校史編纂
に向けて様々な資料の収集・整理も積極的
に
行 わ
れている。
こうして集められた資料は展示活動だけではな
く、
「校
史資料
』 と い う 定 期 刊 行 物
にも活用されるほか
資料館叢書としても
刊 行 さ れ 、 在 校 生
に 対 す る 教 育 普 及 活
動に
も
役 立 て ら れ て い る 。
岡 山 朝日高等学校
資料館の一連の活動やその成果、最近の特別展
の 様 子 な ど は同校のホlムペ!ジ上で紹介 さ れ て い る の で ご 覧 い ただきたい。
な お
、資
料館で行っている常設
展など
については、一般
の見学も可能となっている。
だ が こ う し た 活 動 も そ の 当 初 か ら
順 調
に 運 ん で い た わ け で は な い 。
昭和四九年の
創立一OO 周 年 の 記 念行事
にお
いて
企画された回顧展
では、同校が所蔵している資料
があまり
にも少なかった
ため
に、担
当者が卒業
生や退職した職員を訪ね歩いて資料収集を行った。
さら
にそれと同時
に一OO周年の記念
館内
にお
いて「資料室」の
確保
に
も努め、このことがきっかけとなって昭和五一
年からの「
岡 山 朝日
高等学校教育史資料』の刊行が始まったのである。
このような資料
集 の 刊行
は同校が 資 料 収 集 を行って い る こ と
を 卒業生 や 旧 職 員 に 知 っ
てもらう好機ともなった。
この資料室で行われていた活動が現在の資料館
に引き継がれ、今
でもその活動
には同校の教員が携わっている。
だが、訪問した際
に
副 館 長 で あ る 後 神
泉先
生に
お
話をうかがったところ、通常業務のか
た わ ら 資 料 館 の 業 務 を行ってい く こ と は 、 や は り 大 変 で あ る と い う 。そして同校の場合もそうであるが、資料室や資料館のある高等学校は 公 立 学 校
に 多 い た め 、 そ こ
に 携 わ る 教 員 の 異 動 と い う 問 題 も あ り 、
その継続性
には不安要素を抱えているといわざるを得ない。
では、
こうした事例を踏まえつつ、次
に 私 立 の 付 属 高 等 学 校 で あ る 専 大 松
戸 の 状 況 を 述 べ て い く こ と と す る 。2.
専修大学松戸高等学校の設立
専大松戸は昭和三四
年に
千葉県松戸市
にお
ける初の私立高等学校
と し て 学 校 法 人 専 修
大学
により設立された。
設立
に
いたった大きな
要 因 の 一 つ
に 、 松 戸 市
の 急 激 な 人 口 増加が挙げ ら れ る 。 戦 後 の ベ ビ ー
ブームをうけ、昭和三0年代、多くの地域で全国的
に教育施設の恒
常的な不足が問題となっていた。
さ ら
に昭和三八年
には、高校数の
絶対的な不足から高校に進
学したくとも進学することができない、
い わ ゆ る 高 校 浪
人が発
生 す る と の 指 摘 も あ り 、 東 京 の 衛 星 都 市 と し
て発展を遂げ人口が急増していた
松戸市
にとっては、その整備が急
務 の 課 題 と な っ た 。
また、松戸市の場合は集団住宅の
建設
によって、昭和
三四年
には
一万人規模の人口の転入が予想されていた。
にもかかわらず昭和三
三 年 当 時 、 高 等 学 校 は 県 立 松 戸 高 等 学 校 の み
に す ぎ ず 、 東 京
都に
近
接する関係上、高等学校進学者は都内の学校を選択するのが現状であった。
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こ う し た 状 況 の な か 市 民 か ら も 高 等 学 校 の 新 設 が 強 く 求 め ら れ て
いた。
し か し 、 当 時 の 市 の 財 政 で は そ れ を 賄 う こ と が で き ず 、 市 の
教育政策の面からも見過ごすことのできない状態となっていた。
そ
こ で 当 時 の 松 戸 市
長・石橋与市が舵取り
役となり、市全体が一丸と
な っ て 高 等 学 校 の 誘 致 運 動 を 展
開 。
そ の 結 果 、 松 戸 市 か ら 土 地 一 万
坪 の 提 供 を 受 け る か た ち で 、千葉一区
(千葉市・ 市 川 市 ・船橋市・
松戸市な ど ) 選 出 の 国 会 議 員 で あ っ た 川 島 正 次 郎 が 総 長 を 務 め て いた 専 修 大 学 が そ の 要望
に応え、
松戸の地に専修
大 学 松 戸 高 等 学 校 が
設立される運びとなったのである。
な お
川島は大正三年
(一九一四)専修大学経済
科を卒 業 後 、 東 京
日日新聞
(現・毎日新聞社)
記 者 や 東 京 市 商 工課 長
などを経て衆議
専修大学松戸高等学校における年史編纂作業の中間報告
院議員
とな
っ
た政
治家
で、
第二次鳩山
一 郎内閣
では
自
治庁お
よび行
政管理庁長官、
第二次池
田勇
人内閣
では
北
海道開発庁長官を
務め
、
その
ほ
か自
由民主党
幹事長、
副総裁な
どを歴
任し、
自由民主
党内
の
調整
にその
実
力を発揮
した人
物である
。
その
川島が
昭
和四O
年ま
で専
大松戸
の
初代理事
長を務め
るが
、 そ
の跡の
二
代目理事長
には
同
じく当時
専修大学理事長
を務め
ていた
森
口忠
造が
その
任を兼
務
する
こと
とな
った
。
森口は
昭
和八年(
一九三二)
に専
修
大学経済科卒業後、
学生時代
に出
会っ
た 川
島を保
証
人と
して
東京日日新聞
に入
社。
その
後 、
同社
の事
業部
長を務め
るかたわ
ら専
修大学
の評
議員
に
も就任
し、
同社を
定年退職後
の昭
和三九年か
ら
は同
大学
の理
事長
に就
任し
た。
そし
て森
口はそ
れから
昭和六
三年
ま
での
長き
にわたり
専大松戸
と
専修大学
の理
事長を
兼
務し続け、
川島
と森口が
専
大松戸
の経
営に
携
わっ
た期
間は実
に三
十年
に
も及ぶ。
専大松戸
の創
立五O
年の歴
史に
とっ
て 、
この
二
人の存
在は非
常に
大き
いもの
と思われ
る。
この
間 、
とくに
森口
理事
長のも
とに
おい
て、
卒業
生たちの
専修大
学へ
の進
学率
は順
調
に向
上し
てい
っ
た。
昭和三六
年か
らの
一
0年間
に専
修大学
への
進
学者
は年
平
均一
四六人
であ
った
が、
その
後の
一O
年では
二
七七人とほ
ぼ
倍の人
数に増
加し、
それ以
降は概
ね三
OO人
以上
の
卒業生
を
毎年専修大学
へ進
学さ
せる
など
、
付属高
校と
して
専
大松戸
は着
実に
発展を
遂げ
、
その
基
盤を固
めて
い っ
たと
いえ
よ
う。
この
ように
、一
時期
は
専修大学附属高等学校(東京都杉並区)
専修大
学北上
高等
学校(岩手
県
北上市
)
・専
修大学玉
名高等学
校
(熊
本県
玉名市)
と四
校あ
る専
修大学
の
付属高
校のなか
で 、
入学者
数と
して
は一
番多
くの
生徒を
専修大学
へ進
学させ
てい
た専
大松戸
で
あっ
たが
、
平成五年度
を境に
その
傾
向に変
化がみ
られよ
うにな
った
。
徐々
に専
修大学
への
進学者
は下
降線
を辿り始
め、
かわ
っ
て他
大学
へ
の進
学者
の
数が増
加し
てい
った
。
また平
成一
二年に
は中
学校を
設置し、
難関大
学へ
の 進
学を視
野 に
入れ
た中
高一
貫教育
の採
用に踏
み
切っ
た。
そし
て 、
平成
一
四年
には
生徒
の
進路希望
別に
クラ
ス編
成を行
い、
各ク
ラス
に適
したカ
リキ
ュ
ラム
で効
率 的
な学
習を行う
「類型制」
シス
テム
を
私立高等学校
で初
めて
導入す
るな
ど受
験進学校と
して
意
欲的
な改
革を
実施す
る。
その
結果、
千葉
県内でも
有数
の
受験進学校
とし
て知られ
るようにな
った
ので
ある
。
今 O
日 年 こ
に を う
至 、 し
つ ま て
て た 高
い 昭 等
る 和 学
O 五 段
四 が
年 創
長2
ぎ員
れ 年
た を
幼 迎
園完刀 A、
塑尋\1 、
O 忠
厚長
案副
理 立え ー
3.
専大松戸に
おける過去の記念誌編纂とその活用資料
専大松戸
では
、
現在
までのところ
「創立十
周年
記念誌
』(
一九
六
九)
およ
び
『専修大学松戸高等学校創立
お周年記
念誌』(
一九
八四
)
の二
冊
を記
念誌と
して
刊
行し
ている
。い
ず
れも学
内の人
間に
よっ
て
編集委員会
が組織
され
てその
編
集に
携わ
って
いる
。そ
の内
容は学
校・
委 員 会 ・
クラブ活動などの沿革・現況・展望、創立当初から刊行当
時までの 様 子 を 伝 え る 座 談 会 、 歴 代 校 長 や 教 職 員 名 簿 な ど の 資 料 、各 種 の行事や施設の写真が
中心
になっている。
この二冊の記念誌編
纂で利用された資料は、校務日誌・教務関係文
書・法人
役
員 会 記 録
な ど の 高 校 の 歴 史 を 描 く う え で 欠 く こ と の で き な い 基 礎 的 な 資 料 群で あ る 。
しかし、これらの基本資料だけでは豊かな歴史像は描けない。
そ
こで、それと同時
にこれまで利用されてこなかった資料も五
O年史
編纂の際
に は 活 用 す る 必 要 が あ
る 。
と く
に創
立者や高校
に 在 籍 し た
教 員 や 職 員 た ち の 人 間 像 を 鮮 明
にする必要があろう。
その点で創立
者・川島正次郎初代理事長や森口忠造二代目理事長などが専大松戸に寄贈した図書類は今後
編纂作業を行ううえで大きな役割を果たす
こ と と 思 わ れ る 。
こ れ ら は 創 立 者 ・ 川 島 の 名 を 冠 し た 「 川 島 記 念 室 」
に保存されてお
り 活 用 が 可 能 で あ る 。
川島をはじめ、
創 立 期 や そ の 後
の経営
に携わった人々が専大松戸
に図書を寄贈したという事実やまた彼らが専大
松戸
に何を残し
た の
かを知ることは、専大松戸の歴史を考えるうえできわめて重要なこと で あ る 。
そ こ で 次 は 所 在 の
明らか
になった資料や川島記念室
に保存されて
いる寄贈本についてみていくことにする。
4.
専大松戸の資料保存の現状
今回五O年史編纂
に あ た っ て 使 用 さ れ る で あ ろ う こ れ ら の 資 料 は 、
現在のところ二
ヶ所
に分かれて保存されている。
そ れ ら は
、お
およ
そ昭和三四年の創立期から
平成六年
に か け て の 各 年 度 ご と
に
教 務 関
係資料や日直日誌、後
援会資料 や 若 干 の 法 人 関 係 資 料 な ど を 紐 で 一
括したものが中心である。
昭和五三年度までの資料は、それぞ
れの資料ごとに厚紙の
表紙が
付けられ綴じられている。
そ し て そ れ 以 降 の 年 度 の 資 料 はファイル
でまとめられて紐で一括された状態となっている。
そのうち前者の
表紙の多く
には「寺村」との記載があり、寺村紘二初代教頭・二代
目副校長が書き残したものであることがわかる。
これは寺村氏の大
きな功績といえよう。
創立当初の日誌をみてみると、校長が来校した日や初期の木造校
舎の落成式の様子など細かな点まで記録がされており大変興味深い資料であることがわかる。
また、資料のなか
に は第一期
生の学級写
真なども含まれてお
り、右
に 挙
げた初期の木造校舎が完成するまで
の二一ヶ
月間、仮校舎として使用し、現在では取り壊されてしまった
松戸市公民館小金分館の当時の様子も垣間見ることができる。
そのほか
にも卒業式や入試関係の資料、さら
には退職された教員
から寄贈されたと思われる一定期間の学内刊行物を
中心
にまとめら
れた資料も保存されている。
現段階では寄贈者
についてはわかって
いないが、いずれ寄贈者が特定できれば、その資料のもつ価値を最
- 86 -
大限に活用することが可能となるだろう。
そして、平成七年度以降
の教務関係や日直日誌などの資料
は、
各項目ごとにファイルされ、
年度別にまとめて別の部屋に保存されている。
次に、
川島
記念室に保存されている寄贈本についてみていく。
川
島記念室は、
昭和四四年 創立一O周年を-記念して建設された校舎・
川島記念館の一階にある図書館事務所の内部に設置されている
そ
の室内には本棚が壁際 九架 一四列 スライド式本棚が設置されているほか、
昭和四五年二月に撮影された「川島先生 囲む会」の
拡大写真をはじめとする川島ゆかりの品が陳 されている。
専修大学松戸高等学校における年史編纂作業の中間報告
これらの図書類は約一000点余に及
び、
これらは川島や森口な
どからの寄贈本であること 間違いない
が、
その寄贈理由や過程な
どはわ ない。
しかし実際に図書をみてみると、
書籍の表紙また
は裏表紙の見返しなどに印があり
来歴が明確なものも多数ある。
また、
時には寄贈者の署名も書かれているものもあり、
川島や森口
の交流関係を知ることもできる。
川島寄贈本について紹介すれ
ば、
川島寄贈本は見返しの部分に
「昭和必年3月刊日川島正
次郎先生寄贈」と押印されており、
日付
からその死後に寄贈されたものであることがわか ( の没年月日は昭和四五年一一月九日)。
現時点で確認でき
ているものは二五
O点余と全体のおよそ四分の一となる。
一方、
それ以外の図書についてはっきりとしているものとしては、
謹呈紙が挟み込まれていたり、
見返しの部分の書きこみから森口宛
てに寄贈されたと判明する専修大学関係者などの著書一五点がある。森口は亡くなるまで専大松戸の理事長を務めていたことから考えても、
寄贈された(または残された)
図書がもっと多いと思われるが、
確認できるものはそれのみ ある。
そのほかに 先ほど挙げた寺村
氏や高田善之二代目校長が川島記念室を使用していたとの話もあり、その二人の寄贈本が含まれてい 可能性もある。
また時期は限定さ
れるが昭和四O年から四六
年にかけて発行された年報や論文集など
専修大学
関与している刊行物などもみられることから、
専大松戸
自体に寄贈された図書もあるかもしれない。
調査を進めていくなかで、
謹呈紙が挟まれていた跡があることや
非売品であること、
企業の年史であればその企業からのあいさつ文
が挟み込まれていること、
また特に川島・森口の場合はかかわって
いた団体も多く、
その団体の刊行物も多くみられることなどから、
大半のものは彼らが寄贈を受けたものをそのまま寄贈している可能性が高いこと わかってきた。
実際に川島寄贈本をみてみると、
彼
が長く衆議院議員を務めていた関係から官公庁や
部
の
書
図
酋日寄
の
鑓
員の著書や伝記などが多
戸』
島
企業が出した刊行物、
交
遊があったと思われる
O 
そのほか昭和三九年に
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開催された東京オリンピックの担当大臣として、国内のインフラ整備などその事業整備を行っていたことから、東京オリンピッ
ク関係
の書籍、千葉県選出の議員であったことから千葉県が刊 して
いる
図書や議員名簿のほか、当時の国
際関係
に関する図書もみられる
。
しかし専修大学関係のものは、川島の前の専修大学総長であった今村力三郎の著書や、なぜかは不明であるがその今村が著者から寄贈を受けたもの、または今村が寄贈した図書があるほかは大学関係者が著した書籍がわずか
にあるのみで数は少ない。
そのほか川島寄贈本を除いた図書のなかで突出しているものは、
晩 年
に専修大学の理事
にも就任していた鹿島守之助が社長を務めて
いた鹿島建設株式会社関係のもの、また同じく会長を務めていた鹿島平和研究所の国際問題
に関するものを中心とした刊行物である。
鹿島平和研究所の刊行
物に
ついては川島寄贈本
にもみられたが、こ
れらは現在確認できているなかでもとりわけ多く全体の二割を占めている。
以上のようなことが寄贈本の特色として挙げられるが、これらを
体系的
にみること
によって、そこから川島や森口の社会的・学問的
な人間関係を読み取ることがで
き、その点で専大松戸にとって重要
な蔵書であるといってよいだろう。
また専大松戸がその発足当初から団体加盟している「できる親切
はみんなでしょう
そ れ が 社 会 の 習 慣 と な
るよう
に」
をスローガン
に掲げ、身近
な親切で日本を埋めつくすことを目的
に昭和
三八年
に
発 足 し た 「 小 さ な 親 切 」 運 動 本 部
が 刊行している雑 誌 『 小 さ な 親 切 』
など興味深い雑誌も含まれている。5.高等学校の資料保存のこれから
ここまで現時点で確認できた専大松戸
の所蔵資料についてみてき
た 。
これらの資料類
によって、
創立当初から現在
に至るまでに行わ
れた様々な高校の行事や日々の出来事、つまり専大松戸の足跡をたどることができる。
そして、そこ
に
記録された記事をみていくこと
によって、時代ごとの特色もわかっていくだろう。
と く
に各時
代 の 職 員 会 議 や 法 人 関 係 資 料
に含まれている理
事 会 資
料は、とり上げられた議題、それ
に 対 す る 各 校 長 や 教 員 の 意 見 を 丹
念に
みていくこと
によって、現在の専大松戸となる
に至った道筋を
知ることのできる貴重な資料であ
る 。
さら
に川島記念室の寄贈図書
や保存されていた寄贈資料からは、
その寄贈者が専大松戸
に関わっ
た時期の学内の様子や、その人物像を浮かび上がらせることが可能
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と な る だ ろ う 。
しかし、今回
新た
に発
見した専大松戸が保存してきた資料類だけ
でなく、学内で作成されてい
る新聞や定期刊行
物、それ
にイベ ン ト
類のポスターやチラシなどをはじめ、校外
に向けて発信した入学案
内 や 学 校 案 内 な ど 様 々 な 資 料 、 そ し て 校 外 か ら 専 大 松 戸 を 見 た 新 聞 、雑誌、映像記録などからも専大松戸の
存 在 を 確 認 で き る も の を 積 極
的に
活 用 す る こ と が 大 切 で あ る 。
専大松戸はこれからもますます成長し、
社 会 の な か で 重 要 な 位 置
を占めていくことだろう。
しかしそのため
には、その歴史と伝統を
ベlス
にさ
らなる発展を遂げていくことが大切である。
その点で先
に事例とした岡山県立岡山朝旦口同等学校の場合も創立一OO周
年の
記念事業がきっかけとなって開始され、その後の継続した
活 動
につ
ながる契機となったことは
参 考
になるだろう。
【 参 考 文 献 】『岡山朝旦口同等学校生い立ち、戦
前 篇
』
(岡山県立
岡山朝旦口同等学校
「岡山朝日高等学校
校史資料
』第1集1第3集
(岡山県立岡山朝旦品等学校
二 O O八)
- 89 -
一九九六1九九)
専修大学松戸高等学校における年史編纂作業の中間報告
『 川 島 正 次 郎
』 (
交友クラブ
『教員
生活七十年
』 (
堀七蔵
一九七四)
『政界一寸先は闇
』 (
黄帆社
一九七二
)
『専修大学松戸高等学校創立
お周年記念誌
』
(専修大学松戸高等学校
『創立十周年記念誌
』 (
専修大学松戸高等学校
一九六九)
『追想森口忠造
』 (
森口忠造先生追想録刊行会
一九八九)
『松戸市史
上巻
』(松戸市役所
一九七一)
一九
八四)
一九六一)
